
質疑書に対する回答

令和3年12月9日

京都府流域下水道事務所

業務委託番号 流３上流第１３号の１

業務委託名

業務場所 木津川上流浄化センター他

質疑事項 回　　答

木津川上流流域下水道木津川上流浄化センター運転管理業務委託

 質 疑 内 容 の 説 明 

要求水準書［P.6]
2.3.1
本委託の業務範囲について

05_2【閲】
幹線管渠巡視・点検業務委託
特記仕様書

管路施設は、業務範囲として要求水準書表2-1に「監視
業務として巡視点検及び記録」とされています。また、閲
覧図書内の「幹線管渠巡視・点検業務委託特記仕様書」
には年2回の調査業務が規定されています｡この中で、調
査時点でマンホール等の破損が発見された場合には、
委託者に報告した後は、委託者が修理するということでよ
ろしいでしょうか｡

契約書［P.27］
第13条2
突発的な小修善業務につい
て

現包括業務期間中に発生した故障で、その金額が50万
～150万円であることが次期包括業務期間に判明した場
合、修善責任は貴流域下水道事務所ですか。

要求水準書[P.18]
4.2.3
目標値について

今包括委託より、脱水ケーキ生成率が契約基準値から
目標値に変更されているが、値が超過した場合ペナル
ティの対象とならないとの解釈でよろしいでしょうか。

陰イオン界面活性剤の分析方法「JISK0102.30.1又は下
水2.1.41.1」は枝番で複数の分析方法があります。現在、
発がん性のある「クロロホルム」（特化則の特別管理物
質）を使用する分析方法で行なっていますが、「クロロホ
ルム」使用しない別の方法を枝番から選択することができ
るという解釈でよろしいでしょうか。

要求水準書[P.43]
別紙5
対象施設について

要求水準書及び閲覧図書「幹線管渠巡視・点検業務委
託特記仕様書」に、相楽幹線に付属する水管橋の明記
がありませんが、本包括委託業務の対象外と考えてよろ
しいでしょうか。

要求水準書[P.52]
別紙6
設備の定期点検予定書につ
いて

No.392 No.3 脱水機送水ポンプ(令和2年4月設置)が当
浄化センターに存在しません。どこに設置している機器
でしょうか。
記載間違いであれば、点検の対応(代替、削除など)をご
教授お願いします。

要求水準書〔P.61〕
別紙６
設備の定期点検予定書につ
いて

今包括委託より、液体酸素設備が点検対象外となる点に
ついて、計装点検にはまだ関連設備の点検項目が記載
されたままです。点検の対応（継続、削除）をご教授お願
いします。

要求水準書のとおり計画してくださ
い。契約後、協議の対象となります。

要求水準書〔P.63)
別紙６
設備の定期点検予定書につ
いて

要求水準書にＰＡＣ注入ポンプ回転数－６が記載されて
いません。記載漏れであるのか、それとも今包括から点
検対象外となったのか、点検の対応(実行、削除など)を
ご教授お願いします。

要求水準書［p.79]
別添2
「有害物質等の分析　分析方
法一覧表」

要求水準書に記載された分析方法以外に告示第64号
の「排水基準検定方法」に基づいた方法で分析を行うこ
とは可能しょうか。
例　「有機燐」は「告示第64号付表1」→「付表1に掲げる
方法又はﾊﾟﾗﾁｵﾝ、ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾁｵﾝ若しくはEPNにあっては
JIS K0102 31.1に定める方法(GC法を除く)。ﾒﾁﾙｼﾞﾒﾄﾝに
あっては告示第64号付表2に掲げる方法」

要求水準書[P.82]
 別添4
「微量有機塩素化合物の分析
分析方法及び数値の記載方
法」

突発的な小修繕の対象になります。

突発的な小修繕の対象となります。

脱水ケーキ生成率の未達は減額対
象ではありません。

相楽幹線の管渠延長に含まれてお
り、本委託業務の対象です。

要求水準書のとおり計画してくださ
い。契約後、協議の対象となります。

要求水準書のとおり計画してくださ
い。契約後、協議の対象となります。

告示第64号の「排水基準検定方法」
に基づいた方法で分析を行うことは
可能です。

ご理解のとおりです。



06_2_【閲】
クレーン自主検査業務 特記
仕様書

5㌧以上のクレーンが対象となっていますが,それ以下の
定格荷重クレーン（1㌧～2.8㌧;11台）も法的には年次で
荷重試験が必要です（クレーン等安全規則）。これらの業
務について、実施計画・費用については見込まれていま
すか。

08_1_【閲】
包括業務委託設計書(活性炭
取替業務)［P.5］

活性炭数量計算表の合計数量が合いません（塩基性
分）。いずれが正しいでしょうか。

要求水準書［p.85]
別添6
「管渠下水水質の分析　分析
方法一覧表」

要求水準書に記載された分析方法以外に告示第64号
の「排水基準検定方法」に基づいた方法で分析を行うこ
とは可能でしょうか。
例　「有機燐」は「告示第64号付表1」→「付表1に掲げる
方法又はﾊﾟﾗﾁｵﾝ、ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾁｵﾝ若しくはEPNにあっては
JIS K0102 31.1に定める方法(GC法を除く)。ﾒﾁﾙｼﾞﾒﾄﾝに
あっては告示第64号付表2に掲げる方法」

要求水準書〔P.99〕
別紙11
配置すべき有資格者につい
て

配置すべき資格にボイラー技士（二級）がありますが、資
格を必要とする機器がないため業務遂行に影響がない
資格と思われます。配置すべき資格者としてリストにある
のは、どのような理由でしょうか。

要求水準書〔P.99〕
別紙11
配置すべき有資格者につい
て

配置すべき資格に特定高圧ガス取り扱い主任者がありま
すが、液酸設備が廃止された場合には資格に必要な対
象設備が無くなると思われます。配置すべき資格者とし
てリストにあるのはどのような理由でしょうか。

資格を必要とする設備がないため、
特定高圧ガス取扱主任者は不要で
す。

09_2_【閲】
脱硫剤交換業務 特記仕様書

「対象機器及び脱硫剤交換頻度」が3塔/年となっている
ますが、2塔/回×3回ではないでしょうか。3塔/年では破
過により十分な脱硫ができない恐れがあります。別紙1の
予定数量もそれに伴い変更となりませんか。

14_1_【閲】
包括業務委託設計書 (消防
用設備保守点検業務)

P6 木津川上流浄化センター及び相楽中継ポンプ場防
災設備表の消化器員数が実際と異なります。（≒40台少
ない)

08_1_【閲】
包括業務委託設計書(活性炭
取替業務)

取替時期は臭気吸着状況等により、受託者が判断して
決定することは問題ありませんか。

特記仕様書４．(１)委託対象機器の
記載は、性能検査が必要なクレーン
のみとなっておりますが、４．(２)委託
業務内容に記載のとおり法令に基
づく検査を実施する必要がありま
す。費用については、全ての検査を
１日で実施するための費用を見込ん
でいます。

活性炭数量計算表中、購入炭（別
途支給）の「塩基性」の相楽中継ポ
ンプ場及び計の数量に間違いがあ
りますが、合計数量は正しいです。

受託者が臭気吸着状況等により取
替時期を判断して決定することにつ
いては問題ありません。

仕様書のとおり費用を計上してくだ
さい。契約後、交換頻度等について
協議の対象となります。

設計書のとおり費用を計上してくだ
さい。契約後、協議の対象となりま
す。

告示第64号の「排水基準検定方法」
に基づいた方法で分析を行うことは
可能です。

資格を必要とする機器がないため、
ボイラー技士（二級）は不要です。


